
男
と
女
の
文
章
　

橋
本
治

作
者

橋
本
治

　
昭
和
二
十
三
（
一九四八）
年
〜
平
成
三
十
一
（
二〇一九）
年
。
小
説
家
・
評
論

家
・
随
筆
家
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
国
文
科
卒
。
昭
和
五

十
二
年
「
桃
尻
娘
」
で
講
談
社
小
説
現
代
新
人
賞
佳
作
を
受
賞
。
以
後
、
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
と
独
特
の
軽
妙
な
文
体
で
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
評
論
、
古

典
現
代
語
訳
等
、
多
彩
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
た
。
主
な
著
書
に
「
桃
尻

娘
」（
昭
五
十
三
）、「
桃
尻
語
訳
枕
草
子
」（
昭
六
十
二
）、「
宗
教
な
ん
か
こ

わ
く
な
い
！
」（
平
七
）、「「
三
島
由
紀
夫
」
と
は
な
に
も
の
だ
っ
た
の
か
」

（
平
十
四
）、「
蝶
の
ゆ
く
え
」（
平
十
六
）、「
双
調
平
家
物
語
」（
平
十
〜
十

九
）
が
あ
る
。

出
典

　
本
文
は
「
こ
れ
で
古
典
が
よ
く
わ
か
る
」（
ち
く
ま
文
庫
　
筑
摩
書
房
　

平
十
三
）
に
よ
っ
た
。
教
科
書
に
収
録
す
る
に
際
し
て
、
漢
字
・
送
り
が

な
・
句
読
点
な
ど
に
つ
い
て
は
教
科
書
と
し
て
統
一
し
た
体
裁
に
改
め
た
。
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
作
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

❶
教
科
書
所
収
の
作
者
紹
介
項
目
を
用
い
て
、
小
説
家
・
評
論
家
・
随
筆
家

な
ど
、
多
彩
な
執
筆
活
動
を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
古

典
文
学
に
関
す
る
造
詣
も
深
い
こ
と
を
解
説
す
る
。

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
本
文
の
黙
読
を
す
る
。

❷
平
安
時
代
の
日
記
に
つ
い
て
、
男
性
の
も
の
と
女
性
の
も
の
の
違
い

に
つ
い
て
、
文
体
と
内
容
の
面
か
ら
ま
と
め
る
。
知
技
⑴
ウ
エ
思
判
表

Ｂ
⑴
ア

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
１

❸
平
安
時
代
の
男
性
の
日
記
に
つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
名
前
の
日

記
を
遺
し
て
い
る
か
、
調
べ
る
。
知
技
⑵
エ
オ
主
態

↓
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２

❶
読
め
な
い
語
句
に
つ
い
て
は
、
辞
書
な
ど
で
調
べ
る
よ
う
指
示
す
る
。

❷
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
丹
念
に
拾
っ
て
、
男
女
が
対
照
的
に
な
る

よ
う
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
我
が
国
の
言
語
文
化
の
文
化
的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
文
章
の
意
味
は
、
文
脈
の
中
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　
⒏
男
女
の
日
記
の
違
い
を
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、

展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
な
ど

の
提
出
物
に
よ
り
、
確
認
す
る
。

❸
藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」
藤
原
実
資
「
小
右
記
」
藤
原
行
成
「
権
記
」

な
ど
が
あ
る
。
資
料
集
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
調
べ
さ
せ

る
。
図
書
館
に
翻
刻
や
影
印
本
が
あ
れ
ば
、
手
に
取
ら
せ
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
時
間
の
経
過
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
進
ん
で
日
記
文
学
の
特
徴
や
成
立
の
背
景
や
、
平
安
時
代
の
日
記
に
つ

い
て
、
男
性
の
も
の
と
女
性
の
も
の
の
違
い
を
理
解
し
、
学
習
の
見
通
し
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を
も
っ
て
、
平
安
時
代
の
男
性
の
日
記
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
し
て
い
る

か
、
分
析
す
る
。

ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
「
門
出
」
を
読
み
返
し
、
男
性
の
日
記
と
女
性
の
日
記
の
あ
り
方
の
違

い
を
考
え
、
女
性
に
仮
託
し
た
意
味
を
考
え
る
。
知
技
⑴
ア
・
⑵
ウ
思

判
表
Ｂ
⑴
エ

❶
女
性
に
仮
託
す
る
と
い
う
虚
構
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏
古
典
の
世
界
に
親
し
ん
で
い
る
か
、
確
認
す
る
。

　
⒏「
男
と
女
の
文
章
」
を
読
む
こ
と
で
、「
土
佐
日
記
」
の
文
章
の
成
立
し

た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て

い
る
か
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
提
出
物
に
よ
り
、
確
認
す
る
。
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発
問
例

●
八
一
ペ
ー
ジ

問
「
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
」（
上
２
行
目
・
13
行

目
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
仕
事
上
、
公
式
の
場
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
書
か
れ
た
も
の
。

　
　
個
人
の
経
験
を
、
そ
の
時
の
心
情
も
含
め
て
お
も

し
ろ
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
書
い
た
も
の
。

補
前
の
も
の
は
男
性
の
日
記
を
指
し
、
後
の
も
の
は

女
性
の
日
記
を
指
す
。
両
者
の
違
い
が
分
か
る
よ

う
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、「
日
記
の
形
を
し
た

小
説
」
と
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

語
句
の
研
究

●
八
一
ペ
ー
ジ

上
10
紀
貫
之
・
土
佐
日
記
　
単
元
５
「
作
者
」「
出

典
」
参
照
。

上
10
婉
曲
表
現
　
直
接
的
に
で
は
な
く
、
遠
回
し
に

表
す
こ
と
。

●
八
二
ペ
ー
ジ

上
1
政
界
秘
話
　
政
治
の
世
界
で
個
人
的
に
知
る
こ

と
に
な
っ
た
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
話
。

上
15
右
大
将
道
綱
母
　
生
年
未
詳
〜
長
徳
元
（
九九五）

年
。
藤
原
倫
寧
の
娘
。
藤
原
倫
寧
は
、
い
わ
ゆ
る

受
領
層
の
貴
族
で
あ
り
、
子
に
は
作
者
の
ほ
か
に

歌
人
藤
原
長
能
、
菅
原
孝
標
の
妻
（「
更
級
日
記
」

の
作
者
の
母
）
ら
が
い
る
。
作
者
は
天
暦
八
（
九五

四）
年
に
藤
原
兼
家
と
結
婚
し
、
翌
年
道
綱
を
産

ん
だ
。
家
集
に
「
道
綱
母
集
」
が
あ
る
。

上
15
蜻
蛉
日
記
　
日
記
。
作
者
は
藤
原
道
綱
母
。
天

延
二
（
九七四）
年
以
降
、
ま
も
な
く
成
立
。
藤
原

兼
家
の
妻
で
あ
っ
た
作
者
が
、
兼
家
の
求
婚
か
ら

筆
を
起
こ
し
、
満
た
さ
れ
ぬ
結
婚
生
活
に
悩
み
、

母
と
の
死
別
、
子
、
道
綱
へ
の
愛
、
物
詣
で
な
ど
、

天
暦
八
（
九五四）
年
か
ら
二
十
一
年
間
の
出
来
事

を
告
白
的
に
述
べ
た
も
の
。
女
流
日
記
の
先
駆
的

作
品
で
あ
る
。

上
15
和
泉
式
部
日
記
　
日
記
。
作
者
は
和
泉
式
部
。

た
だ
し
主
人
公
の
女
性
を
、
作
中
で
は
「
女
」
と

記
す
な
ど
客
観
的
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
作
者
は
別
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ

る
。
寛
弘
七
（
一〇一〇）
年
頃
ま
で
に
成
立
。
敦
道

親
王
と
の
愛
の
い
き
さ
つ
が
歌
物
語
風
に
つ
づ
ら

れ
た
作
品
で
、
長
保
五
（
一〇〇三）
年
四
月
か
ら
翌

年
一
月
ま
で
の
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

上
15
紫
式
部
日
記
　
日
記
。
作
者
は
紫
式
部
。
寛
弘

七
（
一〇一〇）
年
頃
成
立
。
寛
弘
五
（
一〇〇八）
年
八

月
か
ら
寛
弘
六
（
一〇〇九）
年
元
旦
ま
で
の
宮
仕
え

の
日
記
を
主
と
す
る
。
前
半
は
、
彰
子
の
皇
子
出

産
に
伴
う
華
や
か
な
行
事
の
様
子
な
ど
、
宮
廷
生

活
の
記
録
と
随
想
、
後
半
は
、
人
物
批
評
や
芸
術

上
の
諸
問
題
を
論
じ
た
文
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る

上
16
菅
原
孝
標
の
女
　
寛
弘
五
（
一〇〇八）
年
〜
没
年

未
詳
。
父
孝
標
は
菅
原
道
真
の
子
孫
で
あ
り
、
伯

母
に
は
「
蜻
蛉
日
記
」
の
作
者
藤
原
の
道
綱
の
母

が
い
る
。「
浜
松
中
納
言
物
語
」「
夜
の
寝
覚
ざ

め
」
な
ど
の
作
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

上
16
更
級
日
記
　
日
記
。
作
者
は
菅
原
孝
標
女
。
康

平
三
（
一〇六〇）
年
頃
成
立
。
作
者
が
十
三
歳
の
頃
、

父
の
任
国
、
上
総
の
国
を
出
発
し
て
京
に
上
っ
て

か
ら
、
五
十
三
歳
に
至
る
頃
ま
で
の
体
験
を
回
想

し
て
書
い
た
も
の
。
少
女
時
代
の
浪
漫
的
な
夢
や
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物
語
へ
の
憧
れ
が
、
現
実
の
世
界
に
破
れ
、
信
仰

の
世
界
を
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
心
情
が
記
さ

れ
て
い
る
。

上
18
清
少
納
言
　
生
没
年
未
詳
。
歌
人
や
学
者
を
多

く
輩
出
し
た
清
原
氏
の
出
身
で
、
父
元
輔
は
「
後

撰
和
歌
集
」
の
撰
者
の
一
人
。
正
暦
四
（
九九三）

年
頃
、
関
白
藤
原
道
隆
の
娘
で
一
条
天
皇
の
中
宮

（
後
に
皇
后
）
定
子
の
も
と
に
出
仕
し
、
長
保
二

（
一〇〇〇）
年
に
定
子
が
亡
く
な
る
ま
で
仕
え
た
。

家
集
に
「
清
少
納
言
集
」
が
あ
る
。

上
19
枕
草
子
　
随
筆
。
作
者
は
清
少
納
言
。
長
徳
二

（
九九六）
年
〜
長
保
三
（
一〇〇一）
年
頃
成
立
。
三
百

余
段
か
ら
成
り
、
内
容
は
、「
も
の
尽
く
し
」
と

言
わ
れ
る
類
聚
的
章
段
、
自
然
や
生
活
に
関
す
る

随
想
的
章
段
、
宮
仕
え
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
聞
を

記
し
た
日
記
的
章
段
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
洗
練

さ
れ
た
美
意
識
や
鋭
い
観
察
眼
、
豊
か
な
知
性
が

看
取
さ
れ
る
。
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